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米国の Readers'AdvisoryService については、 194碑こに出版された米










































長沢雅男は、 1969年に、米英の Readers'AdvisoryService について初
めて詳しく解説し、米国の Readers'AdvisoryServiceを「読書掴談」と呼
び、米国図書館協会の Readers'Adviserの定義を紹介している。 12) この




なった。 1980年代には京藤松子（アメリカン・センター） 15) 、前島重方
I 6) 、下村隔子 17)、199呻代には長沢雅男 18)が、それぞれ米国の Read-
ers'Advisory Serviceについて解説している。このほか、 197邸Eに常盤繁




阪市立図書館） 21) 、198岡こ代には埜上衛 22)、 佐藤政孝（杉井区寸図書






















説書で、読書相談とレファレンス・サーピスの関係を論じている。 30) 31) 
1962年の解説書では、読書相談の定義について、米国図書館協会の A.LA.


























前川恒雄は、 1966(昭和41)年に「 Readers'AdvisoryService につい
て」 [@] 37) で、英国の Readぽ s'AdviseryServiceを初めて紹介し、そ
の後、 『貸出と閲覧』 (1966)[⑮1、⑯z J 38) 、 「貸出し・レファレンス・
読書案内」 (1968)[c] 39> 、 庁眠の図書館』 (1970) [@] ◄ O) 、 『貸出






















の重要な一部」 ［＠］であり、 「貸出し部門に入る」 ［＠］ 読書案内係は
「貸出係全体の長」 [@2 Jであり、貸出係の「トレーナー」 [@z ] 「指
導者」 [@]であり、 「貸出係の指揮監督」 [@, Jを行うべきである。
「貸出しカウンターでの貸出業務を指揮し、問題が起きた場合はすぐにカウ
ンターヘ行き問題を処理する」 [@z ]また、 「貸出登録事務は-'-書案内係
が行なうのが一般的である」 [R] 
③読書案内の意義
読書案内は「図書館サーピスを市民の役に立つもの」 [@] (⑮ l)にす

























ることが望ましい」 [@] -45) 「目録はなるべく読書案内係の近くにおかね
ばならない」 ［⑮ l ] 
麟書案内係の資格
?
読書案内係は「職員中のエース」 ［⑮ 2 Jで、 「頼りになるベテラン」
［＠］でなければならない。読書案内係は、 「図書に関するエキスバート」






















(2)英国の Read町 s'Advi函 ryService 
① Readers'Advisory Service の概念と歴史
英国の大部分の公共図書館では、成人サーピスは伝統的に参考図書館（参

















































⑤ Readers'Advisory Service の掲示
多くの利用者に Readers'AdvisoryService の存在を知らせるために、





































































































































































































































































































































































































































































森耕ー等による関西地方3館の調査 (1982年） 2) 、川崎良孝による名古
屋市図書館等の調査（同年） 3) 4) 、常盤繁によるA市立図書館（埼玉県）




関西地方 3館 25----50% 5~75% 
名古屋市 3館 25-----35% 6を 75%
















相談や本の紹介を受けるため 15. 7% 
4位の「調査研究や学習のための相談や本の紹介（案内）を受けるため」













関西地方 3館 r--18% 82,..,_,95% 
名古屋市 3館 を 11% 89,.._,95% 









質問した人の比率は 9.9%,...,26.4%で、平均14.4%である。 11) 情報入手を































1. 図書館および図書館資料の利用案内 91.5% 
2. 利用者の図書選択の援助 62.4% 
3. 特定資料の自館での所蔵の確認 75.4% 
6. リクエストサーピスの実施 90.9% 
13. 相互貸借 79.6% 
「2.利用者の図書選択の援助」は 5つのうちで最も低く、レファレンス













































































カウンター レ7ァレ以・ 貸出カウンク その他
カウンタ—あり 一のみ 計
参考図書の所在
開架フロア ＠ ， @ 50 59 
別フロア c24 ＠ 1 0 34 
その他 7 7 





・カウンターがある場合で、 24館 (24%)ある。 (c)別フロアに参考図書
があるが、カウンターがない場合も1暉官 (10%)ある。 （＠）開架フロアに

















1. 登録時のレファレンス・サーピスの説明の実施率 28.6% 
2. 貸出カウンター付近のサインの設置率
・「お気軽におたずねください」に類するサイン 12.8% 
・「相談受付」 「利用案内」に類するサイン 27.0% 
3. 目録カード、利用者端末付近のサインの設置率
・「お気軽におたずねください」に類するサイン 18.9% 
4. レファレンス・サービス提供場所の配置図の設置率 37.6% 












1. 配架中、貸出中も質問に対応している 86. 7% 
2. 制服、エプロン、名札等で職員を区別している 58. 7% 
3. 利用者が並んでいるとき応援者が出る態塾がある 45.3% 









































む暇がありません」 （母親の利用者） (198牡f.) 27) 
・「カウンターが行列して混んでいるとき、何か質問をもっていても、忙
しいおもいをしておられる図書館員に話しかける気持ちにはなれない」
（障害者の利用者） (198碑こ） 28) 
・「図書館識員はいつ行っても貸出しの仕事に追われて忙しくしているの
で、遠感して声もかけられない」 （行政マン） (198碑三） 29) 
・「貸出カード探しや、ライトペンなぞりに忙しい貸出・返却デスクで
は、相談のために気軽に声をかけるのがためらわれるものである」 （建
築家） (198碑三） 30) 
・「利用者は、貸出業務を主に行っているメインカウンターで、エプロン
を掛けて忙しそうにしている人にものを尋ねにくいのである」 （研究



















1 貸出手続時 36館 (67%)
2 配架・書架整理時 34館 (63%)
3 フロアにいる時 28館 (44%)
4 予約を受ける時 2嘩 (41%)
5 返 却 時 18館 (34%)
6 登 録 時 15館 (28%)
7 そ の 他 2館（ 4%) 






















図書館の本館の2階である。 36) 同館は197碑こに開館したが、 4階建てで、
サービス・エリアは1,_, 3階で、下記のような構成になっている。
図1 浦和市立図書館構成図
階数 資料内容 カウンター 担 当 業 務
3F 参考図書 相 談 レファレンス、書庫出納
歴史・地理、芸術、 カウンター
自然科学・技術等、
2F 文学、社会科学、 相 談 読書案内、 リクエスト使ば里
新聞パックナンバー カウンター 書庫出納



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































組 織 I参考部門II貸 出 部 門
↓ l ↓ 
資 料レファレンス I I貸出資料
資料I
? ? ? ? ? ?
サーピス 1レファレンス
ポイントデス ク 戸口
?? •• ? ?
担当者 1レファレンス
担当者 §~ 










































































































20) これは、 197岡こ代末の論議を生かしたものといえる。 2I) 本田も、児童
室に児童へのサーピスのための児童司書デスクを置くことを提案し、カウン
ターごしに話をするよりも、もっと親しい感じで話ができ、周りに子ども達
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